
　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
改

定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ
い
て

　
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
10
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例

の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

Ｑ　
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
、
企
業
会
計

を
含
め
、
市
の
歳
入
は
ど
れ
だ
け
増
額
と

な
る
の
か
問
う
。

Ａ　
一
般
会
計
の
う
ち
、
土
地
な
ど
の
使

用
料
・
占
用
料
の
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
、

年
間
契
約
で
影
響
は
少
な
く
、
約
30
～

50
万
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。
特
別
会

計
で
は
農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
約
３
万

円
、
漁
業
集
落
排
水
特
別
会
計
約
２
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。
企
業
会
計
で

は
水
道
事
業
会
計
約
２
６
５
万
円
、
工
業

用
水
道
事
業
会
計
約
３
８
９
万
円
、
公
共

下
水
道
事
業
会
計
約
２
９
６
万
円
の
増
額

を
見
込
み
、
合
計
で
約
１
０
０
０
万
円
と

な
る
。

【
反
対
討
論
】「
消
費
税
増
税
に
よ
り
、
水

道
関
係
は
家
計
に
直
接
影
響
が
出
る
。
市

民
に
負
担
を
負
わ
せ
る
条
例
で
あ
る
た
め

反
対
で
あ
る
」

【
賛
成
討
論
】「
今
回
は
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
伴
う
公
共
料
金
改
定
に
関
す
る
議

案
を
審
議
す
る
場
で
あ
り
、賛
成
で
あ
る
」

●
大
竹
市
火
災
予
防
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
重
大
な
違
反
の
あ
る
防
火
対
象
物
に

つ
い
て
、
法
令
違
反
の
内
容
を
利
用
者

等
に
公
表
す
る
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

Ｑ　
市
内
で
の
防
火
対
象
物
の
建
物
及
び

消
防
用
設
備
等
と
は
何
を
指
す
の
か
問
う
。

Ａ　
防
火
対
象
物
と
は
、
不
特
定
多
数
の

方
が
利
用
す
る
施
設
な
ど
で
、
消
防
用
設

備
等
と
は
、
消
火
器
、
自
動
火
災
報
知
機
、

避
難
は
し
ご
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
及
び

屋
内
消
火
栓
な
ど
が
該
当
す
る
。

●
平
成
30
年
度
大
竹
市

　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
補
正
予
算
額

�

１
億
７
８
２
４
万
９
千
円

【
繰
越
明
許
費
】

・
大
竹
会
館
改
修
事
業

�

３
５
０
０
万
円　
等

Ｑ　
今
回
減
額
補
正
が
多
い
。
平
成
30
年

度
当
初
予
算
に
組
ま
れ
た
各
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た

の
か
問
う
。

Ａ　
執
行
残
の
い
く
つ
か
は
入
札
残
で
あ

る
が
、
平
成
30
年
は
災
害
に
よ
り
、
緊

急
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
、
土
木
関
係

の
事
業
に
お
い
て
、
一
部
執
行
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ　
大
竹
会
館
改
修
事
業
（
設
計
業
務
委

託
料
）
が
来
年
度
に
繰
り
越
し
と
な
っ
た

が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
平
成
30

年
度
に
実
施
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
に
つ

い
て
問
う
。

Ａ　
現
在
、
実
施
設
計
に
入
っ
て
い
る
が
、

基
本
設
計
の
段
階
で
、
関
係
団
体
と
の

調
整
に
時
間
を
要
し
、
平
成
30
年
度
中
に

完
了
し
な
い
見
込
み
と
な
り
、
業
務
を
繰

り
越
し
た
。
実
施
設
計
の
終
了
は
平
成
31

年
６
月
頃
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
そ
の

後
、
７
月
に
工
事
の
入
札
、
８
月
に
仮
契

約
、
９
月
定
例
会
に
契
約
に
関
す
る
議
案

を
提
出
す
る
予
定
で
あ
る
。
議
会
の
承
認

後
、
10
月
頃
か
ら
工
事
着
手
し
、
平
成
33

年
３
月
に
工
事
の
完
了
を
見
込
ん
で
い
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
３
件

※
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

�

原
案
の
と
お
り
可
決

【
反
対
討
論
】

〇
「
公
共
料
金
の
値
上
が
り
と
な
り
、
市

民
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
と
な
る
。
消

費
税
は
社
会
的
弱
者
へ
の
負
担
が
大
き
く
、

高
額
所
得
者
が
恩
恵
を
う
け
、
格
差
が
広

が
る
制
度
で
あ
る
」

【
賛
成
討
論
】

〇
「
消
費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
場
合
、
安
定
し
た
市
政
運
営
が
で
き
る

よ
う
提
出
さ
れ
た
議
案
で
あ
る
と
考
え
る

た
め
賛
成
で
あ
る
」

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ
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生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

Ｑ　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
に
つ
い
て
、
現
在
の
設
置
要
綱
の
な
か

で
は
、
所
掌
事
項
に
つ
い
て
他
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
人
員
配
置
な
ど

が
あ
る
が
、
本
改
正
案
で
記
載
が
な
い
理

由
を
問
う
。

Ａ　
今
回
の
条
例
改
正
で
附
属
機
関
に
加

え
る
に
あ
た
り
、
他
の
機
関
の
規
定
の

仕
方
に
あ
わ
せ
た
。
ま
た
、
他
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
・
人
員
配
置
に
つ

い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
本

来
行
う
業
務
で
あ
る
、
多
職
種
協
働
に
よ

る
地
域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
該
当
し
、
改
正
条
例
案
の
設
置
及
び
運

営
に
関
す
る
事
項
で
い
い
あ
て
て
い
る
。

　
今
後
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
幅

が
ひ
ろ
が
り
、
限
定
的
な
列
挙
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
面
も
あ
る
。

●
大
竹
市
阿
多
田
保
育
園
設
置
及
び

　
　
　
　
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
大
竹
市
阿

多
田
児
童
館
を
廃
止
し
、
大
竹
市
阿
多

田
保
育
園
を
設
置
す
る
た
め
、
本
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

Ｑ　
条
例
案
第
13
条
に
職
員
の
配
置
に
関

す
る
規
程
が
あ
る
が
、
職
員
は
何
名
配
置

●
大
竹
市
附
属
機
関
設
置
に
関
す
る

　
　
　
　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
高
齢
者
施
策
・
介
護
保
険
制
度
・
高

齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化

を
図
る
施
策
に
関
し
、
市
民
、
有
識
者

等
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
会
議
等
に
つ

い
て
、
意
思
決
定
を
行
う
附
属
機
関
を

設
置
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
。

Ｑ　
大
竹
市
地
域
福
祉
等
推
進
協
議
会
に

つ
い
て
、
第
２
期
地
域
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
大
竹
市
地
域
福
祉
等
推
進
協
議
会
は
、

次
の
第
３
期
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る

と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
第
２
期
地
域

福
祉
計
画
策
定
委
員
会
が
ベ
ー
ス
と
い
え

る
が
、
平
成
29
年
度
に
社
会
福
祉
法
の
改

正
が
あ
り
、
計
画
策
定
が
い
ま
ま
で
任
意

で
あ
っ
た
も
の
が
、
努
力
義
務
に
な
っ
た

こ
と
や
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
な
ど

の
計
画
の
上
位
計
画
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ま

で
と
状
況
が
変
わ
っ
て
お
り
、
委
員
の
構

成
も
異
な
る
も
の
と
し
て
い
る
。

す
る
の
か
、
ま
た
、
利
用
者
数
の
予
定
に

つ
い
て
問
う
。

Ａ　
職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
体

制
と
同
じ
く
、
非
常
勤
の
施
設
長
１
名
、

常
勤
の
保
育
士
２
名
と
、
そ
の
不
在
時
の

代
替
の
保
育
士
が
２
名
程
度
。

　
ま
た
、
嘱
託
医
と
し
て
内
科
医
、
歯
科

医
を
配
置
し
、
４
月
以
降
も
運
営
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
平
成
30
年
度
の
利
用
者

は
10
名
で
、
平
成
31
年
度
も
８
名
の
利
用

を
予
定
し
て
い
る
。

●
大
竹
市
介
護
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
保
健
福
祉

事
業
を
市
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

Ｑ　
保
健
福
祉
事
業
の
今
後
の
事
業
展
開

の
可
能
性
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　
こ
の
事
業
は
、
被
保
険
者
を
現
に
介

護
す
る
者
の
支
援
の
た
め
の
事
業
や
、
要

介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め

の
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
有
効
な
事

業
で
は
あ
る
が
、
全
額
保
険
料
で
賄
う
た

め
、
多
く
の
事
業
を
す
る
と
保
険
料
に
跳

ね
返
る
と
い
う
点
が
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
32
年
度
ま
で
は
国
か
ら

４
０
０
万
円
程
度
の
交
付
金
が
あ
る
た
め
、

そ
の
後
の
交
付
金
の
継
続
は
未
定
で
あ
り
、

な
く
な
れ
ば
保
険
料
に
影
響
が
で
る
た
め
、

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
今
後
の
対
応
を
検
討

し
た
い
。

●
そ
の
他
の
議
案　
３
件

※
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

�

原
案
の
と
お
り
可
決

　
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

阿多田児童館

第１回定例会は、平成31年２月27日～３月22日の24日間行われました。
詳細については、令和元年６月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページで録画中継もご覧いただけます。
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